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合
併
２
年
目
と
し
て
、
新
市
建
設
計
画
に

基
づ
く
長
期
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進
を
念

頭
に
置
き
、
特
に
、
子
ど
も
の
安
全
、
子
育

て
支
援
、
高
潮
な
ど
の
防
災
対
策
、
各
事
業

の
継
続
性
な
ど
を
重
点
に
、
今
年
度
の
予
算

を
編
成
し
ま
し
た
。

三
原
市
の
持
つ
豊
か
な
資
源
や
、
陸
・

海
・
空
の
交
通
の
利
便
性
、
恵
ま
れ
た
産
業
基
盤
な
ど
の
、
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
よ
り
、
都
市
間
の
競
争
を
克
服
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
体
性
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
高
度
化
・
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
、
安
心
・
安
全
で
活
力
あ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。

●
具
体
的
な
施
策
を
抜
粋
し
て
、
長
期
総
合
計
画
の
６
つ
の
施
策
大
綱
に
沿
っ
て
紹

介
し
ま
す
。

○

人
が
ふ
れ
あ
い
、
と
も
に
参
画
す
る
ま
ち

○

人
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち

○

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
安
ら
ぎ
の
ま
ち

○

自
然
と
共
生
す
る
快
適
で
安
全
な
ま
ち

○

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち

○

交
通
・
情
報
・
観
光
基
盤
の
充
実
し
た
交
流
の
ま
ち

市民と一体となったまちへ向けて市民と一体となったまちへ向けて市民と一体となったまちへ向けて市民と一体となったまちへ向けて市民と一体となったまちへ向けて市民と一体となったまちへ向けて市民と一体となったまちへ向けて市民と一体となったまちへ向けて市民と一体となったまちへ向けて市民と一体となったまちへ向けて市民と一体となったまちへ向けて市民と一体となったまちへ向けて市民と一体となったまちへ向けて市民と一体となったまちへ向けて市民と一体となったまちへ向けて市民と一体となったまちへ向けて市民と一体となったまちへ向けて

安
心
・
安
全
で
活
力
あ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

意
識
調
査
結
果
を
基
に
、
男
女
共
同
参
画

計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
情
報
提
供
や
講

演
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
女
性
が
参
画
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

住
民
協
働
の
推
進

住
民
の
、
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

加
を
促
進
す
る
た
め
、
市
民
活
動
団
体
が
行

う
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
、
支
援
し

ま
す
。
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三原市長　五藤康之

人
が
ふ
れ
あ
い
、
と
も
に
参
画
す
る
ま
ち
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生
涯
学
習
の
推
進

今
後
の
活
動
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
生
涯
学
習
推
進
計
画
や
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

学
習
の
成
果
発
表
、
市
民
講
座

学
習
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
生
涯

学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
作

品
展
や
発
表
会
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
各
分
野
の
、
著
名
人
を
招
い
て
の
市

民
講
座
や
、
地
域
と
連
携
し
た
公
民
館
祭
り

な
ど
、
全
市
的
な
生
涯
学
習
活
動
を
、
推
進

し
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

よ
り
専
門
性
の
高
い
教
員
を
育
成
す
る
た

め
の
、
研
修
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
英
語
指
導
助
手
、学
校
図
書
館
司
書
、

情
報
教
育
支
援
員
を
充
実
し
て
い
き
ま

す
。

子
ど
も
の
安
全

通
学
路
の
環
境
整

備
や
、
地
域
で
の
見

守
り
体
制
の
整
備
な

ど
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
心
の
教
室
相

談
員
の
相
談
時
間
を

拡
大
し
、
子
ど
も
た

ち
や
保
護
者
の
悩
み

の
解
消
に
努
め
ま
す
。

学
校
環
境
の
充
実

今
年
度
、
第

五
中
学
校
の
建

設
工
事
が
完
成

し
ま
す
。
続
い

て
、
久
井
南
小

学
校
の
増
築
、

第
一
中
学
校
改

築
の
実
施
設
計

に
取
り
組
み
ま
す
。

本
郷
学
校
給
食
共
同
調
理
場
は
、
今
月
か

ら
運
営
を
始
め
ま
す
。

文
化
の
振
興

引
き
続
き
、
新
文
化
施
設
の
建
設
を
進
め

ま
す
。

リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
や
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

な
ど
、
各
地
域
の
拠
点
施
設
で
の
企
画
展
や
、

市
民
の
芸
術
・
文
化
活
動
の
発
表
機
会
を
充

実
さ
せ
ま
す
。

文
化
財
の
保
護

三
原
城
跡
周
辺
整
備
計
画
の
策
定
、
史
跡

指
定
地
の
拡
大
と
公
有
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
歩
き
・
み
・
ふ
れ
る
歴
史
の
道
事

業
や
、
文
化
財
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
、
市
民
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
活
用
し
た
ス
ポ

ー
ツ
教
室
の
開
催
や
、
各
種
競
技
の
支
援
拡

大
に
努
め
ま
す
。

ま
た
幼
児
用
プ
ー
ル
や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

場
建
設
の
た
め
の
測
量
・
調
査
に
着
手
し
ま

す
。

青
少
年
の
健
全
育
成

生
徒
の
職
場
体
験
学
習
や
、
不
登
校
対
策

と
し
て
の
地
域
ス
ク
ー
リ
ン
グ
・
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
青
少
年
健
全
育
成
街
頭
パ
レ

ー
ド
な
ど
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
の

各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
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国
際
交
流
・
国
際
協
力

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
少
年
少
女
海
外
研
修

や
、
生
涯
学
習
な
ど
を
通
じ
た
国
際
感
覚
の

豊
か
な
人
づ
く
り
、
住
民
に
よ
る
国
際
交
流

活
動
や
情
報
提
供
体
制
の
充
実
な
ど
、
世
界

と
交
流
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

子
育
て
支
援

乳
幼
児
医
療
の
助
成
対
象
は
、10
月
か
ら
、

入
院
・
通
院
と
も
に
小
学
６
年
生
ま
で
に
拡

大
し
ま
す
。

今
年
度
、本
郷
小
学
校
と
久
井
小
学
校
に
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
し
ま
す
。

保
育
所
の
運
営

幼
稚
園
、
保
育
所
の
一
元
化
の
機
能
を
持

つ
総
合
施
設
と
し
て
、
大
和
町
の
５
つ
の
保

育
所
を
統
合
し
て
、
大
和
こ
ど
も
園
（
仮
称
）

の
設
置
に
向
け
、
取
り
組
み
ま
す
。

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

年
齢
段
階
に
応
じ
た
保
健
対
策
や
、
生
活

習
慣
を
改
善
し
て
、
病
気
を
予
防
す
る
一
次

予
防
に
重
点
を
置
い
た
健
康
づ
く
り
推
進
員

に
よ
る
、
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
活
動
を
、

推
進
し
ま
す
。

介
護
、
認
知
症
予
防
な
ど
、
生
活
に
必
要

な
援
助
・
支
援
を
行
う
中
核
機
関
と
し
て
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
市
内
に
５
か
所

設
置
し
ま
す
。

▲世界各国の人たちが
集まって、食事やダ
ンスが行われる国際
交流フェスタ

▲今年度、工事が完成する
第五中学校 ▲学校パトロール

人
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
安
ら
ぎ
の
ま
ち



を
策
定
し
ま
す
。

公
共
下
水
道

昨
年
度
ま
で
に
、
１,

０
０
４
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
人
口
普
及
率
約
23
・
３
％
）
の
区
域
で
、

公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

今
年
度
は
、
新
た
に
約
73
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

汚
水
管
渠
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

生
活
の
安
全

消
防心

臓
疾
患
患

者
へ
の
対
応
、

救
命
率
の
向
上

の
た
め
に
、
各

分
署
の
救
急
車

と
13
か
所
の
公

共
施
設
に
、
自

動
体
外
式
除
細

動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

を
配
置
し
ま
す
。

10
月
か
ら
、世
羅
西
出
張
所
を
設
置
し
て
、

機
動
力
を
高
め
ま
す
。

急
傾
斜
地
の
崩
壊
対
策

新
た
に
、
本
郷
町
上
北
方
田
村
窪
地
区
、
沼

田
小
学
校
東
地
区
の
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

高
潮
対
策

県
事
業
と
し
て
、
三
原
内
港
地
区
と
松
浜

地
区
の
高
潮
対
策
事
業
、
下
木
原
地
区
の
海

岸
保
全
事
業
が
、
引
き
続
き
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
県
に
対
し
て
、
海
岸
高
潮
事
業
に
よ

る
護
岸
の
か
さ
上
げ
な
ど
、
さ
ら
な
る
整
備

の
促
進
を
働
き
か
け
ま
す
。

防
犯
・
防
災

意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
に
、
講

演
会
な
ど
を
定
期

的
に
開
催
し
ま
す
。

ま
た
自
主
防
災

組
織
の
拡
大
を
促

進
し
ま
す
。
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社
会
福
祉
の
充
実

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
、
地
域
で

の
障
害
者
の
、
自
立
を
支
援
す
る
地
域
生
活

支
援
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
実
態
調
査
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
必

要
量
を
確
保
す
る
た
め
に
、
障
害
福
祉
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

地
域
福
祉
の
充
実

地
域
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
住
民
の
地
域

活
動
へ
の
主
体
的
な
参
加
を
促
し
、
関
係
機

関
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
総
合
的
に

推
進
し
ま
す
。

環
境
保
全
・
廃
棄
物
の
処
理

環
境
基
本

計
画
や
地
球

温
暖
化
対
策

実
行
計
画
を

策
定
し
て
、

循
環
型
社
会

の
実
現
に
向

け
て
、
環
境

保
全
、
創
造

に
関
す
る
施

策
を
計
画
的

に
推
進
し
ま
す
。

ご
み
の
発
生
抑
制
、
再
使
用
、
再
資
源
化

の
３
Ｒ
運
動
を
推
進
し
、
ご
み
の
減
量
化
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
今
年
度
か
ら
、
家
庭

ご
み
の
出
し
方
を
統
一
し
、
新
た
に
、
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収
集
を
開
始
し

ま
す
。

区
画
整
理

良
好
な
住
環
境
を
創
出
す
る
た
め
に
、
引

き
続
き
、
本
郷
東
本
通
土
地
区
画
整
理
事
業

を
推
進
し
ま
す
。

市
営
住
宅

七
宝
住
宅
の
建
て
替
え
、
下
津
住
宅
２
号

棟
の
建
設
に
着
手
し
、
今
年
度
中
の
完
成
を

め
ざ
し
ま
す
。

住
居
表
示

糸
崎
町
・
広
友
町
・
時
貞
町
・
寿
町
・
古

城
通
で
住
居
表
示
を
実
施
し
ま
す
。

水
道
事
業

経
済
性
・
効
率
性
を
発
揮
し
て
、
健
全
な

事
業
運
営
に
努
め
ま
す
。

ま
た
簡
易
水
道
、
専
用
水
道
を
含
め
た
水

道
事
業
の
指
針
と
な
る
水
道
事
業
基
本
計
画

農
業
の
振
興

国
の
、
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
に
よ

る
、
平
成
19
年
度
か
ら
の
農
業
施
策
の
見
直

し
に
対
応
す
る
た
め
、
農
業
生
産
法
人
の
育

成
な
ど
、
農
業
の
担
い
手
育
成
を
促
進
し
ま

す
。

地
域
農
産
物
の
消
費
拡
大
の
た
め
に
、
特

産
品
化
と
地
産
地
消
を
促
進
し
ま
す
。

林
業
の
振
興

10
月
22
日
（
日
）
に
、
中
央
森
林
公
園
で

第
30
回
全
国
育
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
森
林
保
全
と
森
林
の
持
つ
多
面

▲絶滅が心配されるヒョウモンモドキ
などがいつまでも住めるように環境
保全に努めます

▲生命に危険があるときに、
心臓に電気ショックを与
え、正常なリズムに戻す自
動体外式除細動器（AED）

▲地震・防災セミナー

自
然
と
共
生
す
る
快
適
で
安
全
な
ま
ち

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
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的
機
能
に
つ
い
て
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

景
観
林
道
須
波
竜
王
線
は
、
早
期
完
成
を

め
ざ
し
、
重
点
的
に
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

水
産
業
の
振
興

近
代
的
な
漁
港
施
設
と
、
快
適
な
住
環
境

整
備
の
た
め
に
、
幸
崎
町
能
地
漁
港
整
備
事

業
を
、
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

ま
た
内
水
面
漁
業
に
つ
い
て
も
、
振
興
に

努
め
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

企
業
誘
致
の
推
進

広
域
的
な
交
通
拠
点
性
を
活
か
し
て
、
市

内
の
既
存
の
工
業
団
地
や
、
工
業
適
地
へ
の

企
業
誘
致
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
工
業

団
地
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

産
業
の
振
興

産
・
学
・
行
政
の
連
携
に
よ
り
、
市
内
企

業
の
事
業
環
境
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も

に
、
事
業
の
高
度
化
・
多
様
化
へ
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

商
工
業
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
を
は
じ
め
、
魅
力
あ
る
商
店
街

づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

中
小
企
業
の
振
興

中
小
企
業
金
融
を
円
滑
化
し
、
経
営
の
安

定
化
を
図
る
た
め
、
融
資
制
度
を
拡
充
し
ま

す
。

雇
用
環
境
の
整
備

安
定
し
た
雇
用
の
創
出
に
努
め
る
と

と
も
に
、
助
成
制
度
の
新
設
に
よ
り
、

障
害
者
の
雇
用
を
促
進
し
ま
す
。
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三
原
バ
イ
パ
ス

糸
崎
町
時
広
ラ
ン
プ
か
ら
、
中
之
町
ラ
ン

プ
ま
で
の
区
間
が
、
来
年
春
か
ら
の
利
用
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
三
原
バ
イ
パ
ス
と
、

尾
道
バ
イ
パ
ス
を
結
ぶ
木
原
道
路
に
つ
い
て

は
、
地
元
と
の
協
議
を
進
め
な
が
ら
、
平
成

20
年
代
前
半
の
全
線
開
通
に
向
け
て
、
引
き

続
き
国
へ
強
く
要
望
し
ま
す
。

本町古浜線�

古城通糸崎線�

糸崎港線�

円一皆実線�

東町古城線�

平成14年４月�
開通�

平成11年3月�
開通�

平成13年3月�
開通� 第2期整備区間�

三原バイパス　9.9km 木原道路　3.8km

本町古浜線�

古城通糸崎線�

糸崎港線�

円一皆実線�

東町古城線�

平成14年４月�
開通�

平成11年3月�
開通�

平成13年3月�
開通� 第2期整備区間�

三原バイパス　9.9km 木原道路　3.8km

本郷久井線

三原竹原線

三原東城線

尾道三原線

三原バイパス

国道２号

木原道路

三原バイパス開通部分
三原バイパス未開通部分
県道
都市計画道路

▲来年春の開通をめざし、
工事の進む三原バイパス
第５トンネル（糸崎町）

交
通
・
情
報
・
観
光
基
盤
の
充
実
し
た
交
流
の
ま
ち



県
道
の
整
備

三
原
東
城
線

恵
下
谷
バ
イ
パ
ス
の
ト
ン
ネ
ル
実
施
設
計

と
、
用
地
測
量
な
ど
を
行
い
ま
す
。

三
原
竹
原
線

小
泉
町
の
小
泉
病
院
前
か
ら
甲
原
橋
ま
で

の
区
間
で
は
、
甲
原
橋
の
交
差
点
の
改
良
工

事
が
完
了
し
、
引
き
続
き
事
業
の
促
進
を
図

り
ま
す
。

ま
た
小
泉
病
院
前
か
ら
垣
井
バ
ス
停
ま
で

の
区
間
で
、
調
査
・
設
計
を
行
い
ま
す
。

尾
道
三
原
線

中
之
町
の
県
立
三
原
東
高
等
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
か
ら
太
郎
谷
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
用
地
取
得
と
一
部
区
間
の
工
事
を

進
め
ま
す
。

三
原
本
郷
線

大
西
川
の
西
野
川
へ
の
合
流
地
点
か
ら
井

屋
峠
ま
で
の
区
間
は
、
砂
防
事
業
と
合
わ
せ

て
引
き
続
き
、用
地
取
得
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
小
坂
町
で
は
、
大
草
三
原
線
と
の
交

差
点
付
近
の
用
地
取
得
な
ど
を
進
め
ま
す
。

本
郷
大
和
線

今
年
度
は
、
空
港
大
橋
ア
ー
チ
部
の
架
設

に
着
手
し
ま
す
。

都
市
計
画
道
路

古
城
通
糸
崎
線

国
道
２
号
ま
で
の
道
路
改
良
工
事
や
、
用

地
取
得
な
ど
を
進
め
、
来
年
春
の
利
用
開
始

を
め
ざ
し
ま
す
。

糸
崎
港
線

来
年
春
ま
で
の
国
道
２
号
の
改
良
工
事
完

成
に
合
わ
せ
て
、全
線
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

円
一
皆
実
線

県
立
三
原
高
等
学
校
南
側
の
用
地
取
得
な

ど
を
行
い
ま
す
。

本
町
古
浜
線

引
き
続
き
、
館
町
の
広
島
大
学
附
属
三
原

幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
付
近
の
用
地
取
得
な

ど
を
行
い
ま
す
。

市
道
の
整
備

木
原
町
23
号
線

引
き
続
き
、
木
原
踏
切
北
側
か
ら
木
原
小

学
校
南
側
ま
で
の
区
間
で
、
用
地
取
得
な
ど

を
行
い
ま
す
。

糸
崎
１
１
４
号
線

松
浜
東
地
区
の
県
道
と
交
差
す
る
起
点
部

か
ら
１
７
０
ｍ
区
間
で
、
用
地
取
得
な
ど
を

行
い
ま
す
。

本
郷
町
駅
前
愛
宕
線

ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
本
郷
駅

周
辺
で
、
測
量
調
査
や
用
地
取
得
な
ど
を
行

い
ま
す
。

久
井
町
稔
迫
線

引
き
続
き
、
県
道
上
徳
良
久
井
線
と
の
交

差
部
に
向
け
て
２
８
０
ｍ
区
間
の
工
事
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

大
和
町
平
坂
線

引
き
続
き
、
姥
ヶ
原
池
付
近
か
ら
、
県
道

下
徳
良
本
郷
線
ま
で
の
区
間
の
工
事
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

西
町
29
号
線

西
町
一
丁
目
、
西
野
川
に
架
か
る
第
１
橋

り
ょ
う
を
架
け
替
え
る
た
め
の
、
測
量
・
設

計
・
調
査
を
行
い
ま
す
。

空
港
・
港
湾
機
能
の
強
化

広
島
空
港
に
つ
い
て
は
、
高
度
計
器
着
陸

施
設
や
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
と
と
も
に
、

新
た
な
公
共
交
通
機
関
の
手
段
を
含
め
た
接

続
強
化
を
促
進
し
ま
す
。

港
湾
整
備
で
は
、
引
き
続
き
、
糸
崎
町
松

浜
・
貝
野
地
区
で
、
埋
め
立
て
が
進
め
ら
れ

ま
す
。

市
営
バ
ス

今
後
３
年
間
で
、
路
線
維
持
に
配
慮
し
な

が
ら
、
民
間
移
譲
を
進
め
ま
す
。

生
活
バ
ス
路
線
は
、
引
き
続
き
維
持
に
努

め
ま
す
。

6

本郷大和線

空港大橋

▲濃い霧などでも着陸が可能になる
高度計器着陸施設

新年度予算
Public Relations Newsletter MIHARA 

青線　　　　　本郷大和線開通部分
黄線　　　　　　　〃　　未開通部分



行
財
政
の
改
善

行
政
が
担
う
べ
き
役
割
の
重
点
化
、
民
間

活
力
の
導
入
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、

積
極
的
に
行
政
運
営
の
効
率
化
と
、
財
政
の

健
全
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

情
報
の
共
有
化

住
民
と
の
信
頼
関
係
を
高
め
る
た
め
に
、

行
政
情
報
の
公
開
・
提
供
、
広
報
・
広
聴
活

動
の
充
実
を
図
り
、
情
報
の
共
有
化
に
努
め

ま
す
。

市
政
懇
談
会

直
接
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
、
市

民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
を
推
進
す
る
た
め

に
、
今
年
度
も
市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

7

観
光
・
交
流
の
活
性
化

関
係
団
体
や
民
間
事
業
者
と
交
流
会
議
を

設
け
、
観
光
客
の
要
求
に
あ
っ
た
観
光
地
の

魅
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
観
光
情
報
の
発
信
な
ど
に
よ
り
、
多

く
の
観
光
客
を
誘
致
で
き
る
観
光
地
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

高
度
情
報
化
の
推
進

今
年
度
は
、
八
幡
町
、
高
坂
町
の
情
報
通

信
基
盤
を
整
備
し
ま
す
。

整
備
の
完
了
し
た
地
域
か
ら
、
随
時
行
政

情
報
を
提
供
し
ま
す
。

予
算
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

財
政
課（
1
０
８
４
８
7̂
６
０
２
８
5
０
８
４
８
4̂
７
１
０
１
）

一
般
会
計
４
６
７
億
６,

１
０

０
万
円
に
、
22
の
特
別
会
計
と

病
院
、
水
道
、
交
通
の
事
業
会

計
を
含
め
た
総
額
は
、
８
９
４
億

５,

８
７
８
万
２
千
円
で
す
。
前

年
度
の
当
初
予
算
と
比
べ
、

３
・
４
％
の
減
少
で
す
。

一
般
会
計
４
６
７
億
６,

１
０
０
万
円

その他�

財産収入�

地方譲与税�諸収入�

使用料・手数料・�
分担金・負担金�

繰入金・繰越金・�
寄付金�

県支出金�

国庫支出金�

市債�

地方交付税�

市税�

8787億�
7,8007,800万円万円�
（19.519.5％）�

114億�
6,271万5千円�
（24.5％）�

90億�
3,715万7千円�
（19.3％）�

72億�
3,105万4千円�
（15.5％）�

102億�
  6,029万4千円�
     （21.9％）�

97億�
128万7千円�
（20.7％）�

72億�
3,096万5千円�
（15.5％）�

148148億�
8,1968,196万�
7千円千円�
（31.831.8％）�

歳入�
467億6,100万円�

148億�
8,196万�
7千円�
（31.8％）�

87億�
7,800万円�
（18.8％）�75億4,010万円�

（16.1％）�

42億6,749万�
1千円（9.1％）�

21億899万�
5千円（4.5％）�

21億328万�
2千円（4.5％）�

18億8,044万8千円�
（4.0％）�

16億2,008万4千円（3.5％）�
14億1,707万6千円（3.1％）�

4億3,040万1千円（0.9％）�

17億�
   3,315万�
        6千円�
        （3.7%）�

合計�

その他�

維持補修費�

補助費等�

物件費�

扶助費�

公債費�

人件費�

投資的経費�

87億�
7,800万円�
（19.5％）�

114億�
6,271万5千円�
（24.5％）�

90億�
3,715万7千円�
（19.3％）�

72億�
3,105万4千円�
（15.5％）�

102102億�
  6,029  6,029万4千円千円�
     （21.921.9％）�

9797億�
128128万7千円千円�
（20.720.7％）�

7272億�
3,0963,096万5千円千円�
（15.515.5％）�

148億�
8,196万�
7千円�
（31.8％）�

102億�
  6,029万4千円�
     （21.9％）�

97億�
128万7千円�
（20.7％）�

72億�
3,096万5千円�
（15.5％）�

60億�
5,911万5千円�
（13.0％）�

43億�
7,192万9千円�
（9.4％）�

26億�
6,144万�
8千円�
（5.7％）�

5億8,306万円�
（1.2％）�

58億9,290万2千円（12.6％）�

歳出�

467億6,100万円�

（性質別）�
合計�

その他�

労働費�

議会費�商工費�農林�
水産業費�

消防費�

衛生費�

教育費�
土木費�

公債費�

総務費�

民生費�

87億�
7,800万円�
（19.5％）�

114114億�
6,2716,271万5千円千円�
（24.524.5％）�

9090億�
3,7153,715万7千円千円�
（19.319.3％）�

7272億�
3,1053,105万4千円千円�
（15.515.5％）�

102億�
  6,029万4千円�
     （21.9％）�

97億�
128万7千円�
（20.7％）�

72億�
3,096万5千円�
（15.5％）�

148億�
8,196万�
7千円�
（31.8％）�

114億�
6,271万5千円�
（24.5％）�

90億�
3,715万7千円�
（19.3％）�

72億�
3,105万4千円�
（15.5％）�

63億9,665万1千円�
（13.7％）�

40億�
8,424万9千円�
（8.7％）�

24億�
4,688万5千円�
（5.2％）�

18億�
5,002万1千円�
（4.0％）�

18億�
1,372万1千円�
（3.9％）�

13億8,174万8千円�
（2.9％）�

4億243万円�
（0.9％）�

3億545万2千円（0.6％）�

3億�
4,891万�
    7千円�
     （0.8％）�

歳出�

467億6,100万円�

（目的別）�
合計�

新
年
度
予
算

前
年
度
当
初
に
比
べ
、
０
・
３
％
減

●
投
資
的
経
費
　
施
設
な
ど
の
建
設
や
災
害
復
旧
な
ど
の
経
費

●
補
助
費
等
　
各
種
団
体
な
ど
に
対
す
る
補
助
金
や
負
担
金

▲市政懇談会
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そ
の
他


